
「空気が流れ、心がつながる家。」

私たちは、高度に成長・発展する社会の中から、

便利で豊かな生活を手に入れてきました。

そして、モノによる豊かさは、
人々に喜びと幸せをもたらしてくれました。

しかし、同時に失われてきたものも多いように思えてなりません。

他人とのふれあい、思いやり、家族の絆、数値では表せない価値・・・

様々なつながりが壊れ、あたりまえの豊かさを失いました。

これからの家づくりでは、
そんな成長・発展のなかで失ったものを取り戻していくことが

大切だと考えます。

今回の「サダツギチョウノイエ」では、

様々な「つながり」をReデザインすることで、
感動と楽しさのある心豊かな環境を提案したいと考えました。

南側外観

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing



サスティナブルな建築を考える。
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パッシブな建築を考える A　自然風利用

B　日射取得・日射遮蔽

C　昼光利用

D　断熱・気密等

長寿命な住まいづくり

各種省エネ機器の積極的活用

日本の伝統的な縁側空間は、

自然の力をコントロールすることのできる緩衝空間であると同時に、

特定の用途に限定されない様々なアクティビティーを誘発してくれる、

多様でフレキシブルな様々なつながりのある空間でした。

今回の住宅では日本の伝統的な縁側空間に見習い、

自然力をつかまえるパッシブな建築を追求しながらも、

パッシブな建築そのものが

生活を豊かにする装置として機能するように考えました。

冬の日射しを取り入れる南面の開口部は、

豊かな四季を感じられる窓であり、

風の流れを良くするスプリットレベルの床は、

積層された様々な居場所をつなぐ

「空気が流れ、心がつながる家」となります。

北側外観全景・北側に畑が広がる

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing



①南北に風の通りを邪魔する建物がないことから、

   敷地内では充分な通風が期待できる。

建物の配置計画

敷地が決まった段階で、近隣の建物をモデリングし、その地域の卓越風を調べ、

敷地内にどのような風が流れるかシュミレーションをおこなう。

今回の敷地では、南北に風が流れ、敷地の北側に大きな畑が広がっていたことや、

敷地南側に大きな庭を設けることができたため、南北の緑地を通過した涼しい風を

室内に取り入れる計画とし、東西に細長い配置とした。

風配図を参照した風通しシュミレーション（北→南）

敷地

②

①

①

アパート

敷地

②

①

①

風配図を参照した風通しシュミレーション（南→北）

アパート

風配図(4月〜11月)

②敷地西側のアパートがウインドキャッチャーになり、

　　敷地内に風が廻ってくることがわかる。

A　自然風利用（敷地環境）パッシブな建築を考える

南側外観・北側畑からの風が南側の庭へ抜ける 北側外観・北側畑からの風を取り入れる窓

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing



和室からダイニング・リビングを見る

2階フリースペースから2階廊下・ロフトを見る

①南北の窓を開放することで、通風がしっかりとおこなわれることがわかる。

南 北

窓の配置計画

今回の敷地では、起居時には[南→北]・[北→南]に風が流れ、就寝時には[南→

北]に風が流れるため、それらにあわせて窓を配置していった。

また、立体的に風を流すため、2階の床を少し上げて風を流す計画とし、ロフト上

部や吹抜け上部にも風が流れるように排熱用の高窓を設置した。

シュミレーション

大まかな方針が決まってくると、詳細な部分までモデリングをおこない、窓の開閉

パターンや様々な生活パターンを想定・変更しながらシュミレーションをすすめて

いく。

防犯・雨対策

屋外に面する開口部は、防犯を考慮しストッパー付きの引き違い窓や開放制限付

きの突き出し窓とした。

また、雨の日でも開放出来るように庇付きの窓や突き出し窓とした。

パッシブな建築を考える A　自然風利用（風の循環）

①

②

風通しシュミレーション　断面図

②スプリットレベルの床とすることで風がよく流れることがわかる。
    2階でも地窓のような通風。

ダイニング上部吹抜け・スプリットレベルの床

フリースペース

ロフト

ダイニング

リビング

ロフト

リビング吹き抜けを見る・上部にシーリングファンを設置

室内空気循環のイメージ（窓閉鎖時）

吹抜上部のシーリングファンにより、室内空気を循環させる。

スプリットレベルの積層された床の間を風が

抜け、フリースペースとリビング・ダイニング・キッチン空間をつなぐ。

風の流れを良くするスプリットレベルの床は、積層された様々な居場所をつなぎ、

「空気が流れ、心がつながる家」となる。

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing
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12/20

15：00

12/20の日射しシュミレーション（ムービー）

①

敷地

FL+800 等時間日影図

1H

2H

3H

4H

4H

12/20

12/20の等時間日影図

敷地

FL+3500 等時間日影図

② ③

建物の配置計画

敷地が決まった段階で、近隣の建物をモデリングし、敷地内にどのような光が

落ちるのか日射しシュミレーションや等時間日影図を使いながら検討をおこなう。

今回の敷地では、周辺の建物も低く敷地が広いため、冬期においても充分な

日射を得ることができる。

日射取得効果を高めるために、建物を北側によせ、東西に細長い配置とした。

①6/20午前中に東側の開口部から吹抜け   空間に光が入るため、開口部を絞り、

   ガラスを日射遮蔽性能の高い遮熱高断熱複層ガラスとした。

②軒の出を調整し日射遮蔽をおこなう。夏至だけでなく、8月後半までの日射遮

   蔽を確認する。

③12/20日射しが室内の奥までとどくことがわかる。暖房不可を減らす日射しが入る

   開口部については、日射遮蔽性能が低く、内部の熱を逃がさない高断熱複層ガラスを

   採用する。

④12/20の室内の竣工写真。

   日射しシュミレーション（ムービー）と同様の日射し。

①12/20　15：00以降になると、西隣のアパ
   ートの影が敷地内に入ってくるため、
   主要居室を東側に配置する。

②敷地北側では、年間を通して影になら
   ないため、建物を北側に配置する。

③2階床レベルでは、年間を通してほとん
   ど影にならない。

12/20

パッシブな建築を考える B　日射取得・日射遮蔽

シュミレーション

大まかな方針が決まってくると、詳細な部分までモデリングをおこない、

シュミレーションをおこなう。

3Dモデルのいろいろな場所で、季節ごとの日射の状況を検証・調整し、

日射取得・日射遮蔽の効果が最大となる窓の配置や庇形状等を検討する。

また、μ値を計算し、日射侵入率を調整しながら、日射遮蔽の効果が最大となるように

検討をすすめる。

12/20　日射しシュミレーションと同じアングルからの竣工写真

④

12：00

6/20

12/20

9：00 12：00 15：00

9：00 12：00 15：00

①

③

②

6/20（夏至）・12/20（冬至）　室内の日射しシュミレーション（ムービー）

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing



各種省エネ機器の積極的活用

Q値・μ値・C値・BEE値

様々なμ値・Q値・C値・BEE値等の様々なモノサシを使いながら

環境性能をデザイン・整理していく。

また、施工時には、気密試験をおこない、隙間の少ない家づくりを目指した。

給湯：電気ヒートポンプ給湯機、高断熱浴槽

暖房：温水暖房用床暖房　電気ヒートポンプ式熱源

冷房：ルームエアコン　

照明：LED照明

太陽光発電：南面1面  4.125kw

・飽きのこない美しいデザインの追求

・ライフスタイルの変化に対応したフレキシブルなプラン

・コミュニケーションを重視した設計

・普遍性のある材料・普遍性のある技術の選択

・耐久性の向上、基本性能の向上

・ユニバーサルデザインの追求

反射率の高い白木のフローリングや白い壁紙を用いることで、明るい室内環境をつくる。

また、ガラス戸を多用することで、日射の少ない北側でも明るい室内環境となる。

パッシブな建築を考える D　昼光利用C　断熱・気密等

長寿命な住まいづくり

CASBEEによる評価

① ①

①

パッシブな建築を考える

①CASBEEすまい[戸建]による検討。

   「生産・施工段階における廃棄物削減」「維持管理」をどのように対応していくかが

   設計事務所としての課題。

Q 値

μ値

2.445

0.064

C 値 1.4

2階フリースペース・北側廊下とロフトを見る 1階リビング吹き抜け・東側には高窓を設けている

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing
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屋外収納2

駐車場
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Photo

和室よりダイニング・リビングを見る

リビング

ダイニングよりキッチンを見る

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing



ロフト1

吹抜

2FL+2350

2FL+1150

寝室上部

2FL+2350

ロフト2

フリースペース上部

収納上部

WC2 廊下

吹抜

寝室フリースペース

収納

吹抜 吹抜

Photo

フリースペースより北側廊下とロフトを見る

フリースペースより南側スプリットの床を見る

2階廊下・左手にリビングの吹き抜けを見る

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing



建物概要

所在地 福井県鯖江市定次町143番1

主要用途 専用住宅

家族構成 夫婦+子供2人

主体構造・工法 木造・木造在来工法
基礎 鉄筋コンクリートベタ基礎

階数 地上2階建て

軒高 7835mm

最高の高さ 8315mm

敷地面積 680.46 ㎡

建築面積 153.63 ㎡

1階床面積 91.95 ㎡

1階ガレージ面積 61.68 ㎡

延床面積 232.63 ㎡

建ぺい率 22.58 ％

容積率 27.36 ％

用途地域 第1種中高層地域

道路幅員 北側 7.92m

駐車台数 4台

外部仕上

屋根 ガルバリウム鋼板t=0.4たてはぜ葺き

外壁 カラーガルバリウム鋼板t＝0.4長尺平葺き
開口部 木製建具、アルミサッシ

外構 コンクリート金鏝押、芝、植栽

内部仕上

リビング・ダイニング・キッチン

床 カバ無垢フローリング貼りt＝15蜜蝋ワックス塗

壁 クロス張り

天井 クロス張り

和室

床 縁なし畳敷きt=55
壁 珪藻土塗り

天井 ホワイトバーチ柾目化粧合板t=5.5 目透貼り着色リボス

寝室・フリースペース

床 カバ無垢フローロングt=15蜜蝋ワックス塗

壁 クロス張り

天井 クロス張り

設備システム

空調 暖房方式：ヒートポンプ方式

冷房方式：ヒートポンプ方式

換気方式：第3種換気方式
床暖房方式：ヒートポンプ式温水床暖房

給排水 給水：上水道直結

排水方式：公共下水道

給湯 給湯方式：エコキュート

2階床面積 79.00 ㎡

天井

案内図

鯖江駅東口

●鯖江東小学校

五郎丸

●鯖江市文化センター

●

●新横江保育園
新横江体育館●

●ローソン

●サークルK

8

太陽光発電 南面1面  4.125kw

総工費

Photo

建築工事
電気設備工事
空調設備工事
給排水衛生設備工事
太陽光発電工事
共通費

合計

33,527,000
3,470,000
1,882,000
1,958,000
1,710,000
2,213,000

44,760,000

ロフト

床 パイン無垢フローロングt=15蜜蝋ワックス塗

壁 クロス張り

天井 クロス張り

竣工年月日 平成 24 年 12 月 18 日

南側より建物を見る ダイニングよりリビングを見る

　　「空気が流れ、心がつながる家。」Project ScaleDrawing


